
 

 

２０２５年度 専門学校ＥＳＰエンタテインメント東京 

学校関係者評価 報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価対象期間 自：２０２５年４月 １日 

至：２０２６年３月３１日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０２６年５月 

学校関係者評価委員会 
  



学校関係者評価委員名簿 
学校関係者評価委員として、卒業生、関係業界、関係団体、本校と直接接続する学校、在校
生保護者等、地域（近隣）企業に委嘱した。 
 
 

 
 

学校関係者評価委員会の実施状況 
学校関係者評価委員会実施日時・場所 
日時 ： 2026 年 5 月 15 日（金） 13：00  
場所 ： 専門学校ＥＳＰエンタテインメント東京 本館会議室 
出席委員：上記名簿記載のとおり 
オブザーバー：教務部長 村本 英之 
 

評価方法 
学校関係者評価委員の方々に、学校関係者評価の概要や学校自己評価報告書をお示しし、
2025 年度自己評価報告書の項目に沿って、評価シートへご記入いただく形式でご質問、ご
意見をいただいた。 
 

報告書 
いただいたご意見等を総務部長以下職員で組織する自己評価委員会で承り、要旨を本報告
書にとりまとめた。 

本学園総務部長 長谷川 英律  

業界関係者 FINE TREE 株式会社 福原 善勝 様 

高校、日本語学校等 新宿日本語学校 髙木 芳子 様 

近隣商工会、町内会、企業等 株式会社竹宝商会 佐渡 文浩 様 

学園卒業生 株式会社イー・エス・ピー 目黒 良輔 様 

在校生保護者等 髙橋 豊子 様 



学校関係者評価委員会 進行状況 
開始 13：00～ 

① 開会・資料確認  
② 委員長あいさつ 
③ 出席教職員の紹介 
④ 評価委員のご紹介 
⑤ 評価シートの書き方説明 
⑥ 自己点検評価報告書についての説明 

・大項目（１）～（４） 
・休憩…10 分程度 
・大項目（５）～（１０） 

⑦ 評価シートの最終確認、ご提出 
⑧ 委員長総括 
⑨ 次回開催の確認 
⑩ 閉会 

終了 15：00 
 
 
 

今後の取り組み 
ご意見は、次年度以降の教育計画、教育課程編成、事業計画、施設・設備計画などを立案す
る際、十分に考慮し、可能な項目より実現に向けて取り組む。また、学校評価事業は毎年度、
継続していく。  



点検項目 

大項目 Ⅰ 教育理念・目的・育成人材像 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・専門的な知識、技能を持つためだけではなく、人間力というところに着目されているのは
とても良いと思います。両立して学べるようになると、将来の入口として役立つと思いま
した。 

・時代的なこともあり、知識を持つ学生は多くなっている反面、人間性（コミュニケーショ
ン）能力の強化がより求められていると感じます。 

・音楽スキルと同時に、営業スキルなども仕事として大切と思います。 
・専門的な知識、技能以外においてのご指導について、大変すばらしい取り組みであると感
じました。 

・サウンドクリエイターのニーズは増えており、希望する方も多い印象です。新しく学科に
なるということで、ぜひアピールしていただきたいです。 

・学生のニーズに合わせて学科を増設するなど、時代に対応していて良いと思います。 
・キャリアサポートに関してご紹介した企業に、昨年度当校の学生が 1 人採用されたとの
ことで嬉しく思います。今後もこうした学校と企業の連携がとれればと思います。 

・新しい学科、コースに期待しています。来年開校 40 周年ということで、おめでとうござ
います。 

 
 

大項目 Ⅱ 学校運営 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・理念に基づき、時代に合った運営への改善や発展に努められていると感じました。 
・学校運営において、素晴らしい取り組みを実行されていると感じました。 
・適切に運営されている印象です。電子署名化等、より一層の効率化を希望します。 
・引き続き適切な学校運営を続けてください。学生が第一です。その学生を教え、支える教
職員の方々を大切にしてください。 

・現在の教職員数は足りているのでしょうか。 
→（回答）充足しております。 



大項目 Ⅲ 教育活動 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・学校全体が教育活動の改善に向けて努力をされていると感じました。 
・年によって学科、コースが増えるのも良いと思いました。 
・学生のニーズに沿った学科、コースを設置されていて、各学科の学習においての到達目標
や、各コースのシラバスも明確に公開されており、非常に素晴らしい取り組みであると感
じました。 

・教員の指導によって、よりクオリティの高い教育に常にブラッシュアップしていただきた
いです。 

・学生の卒業、そして就職にも積極的に取り組んでおり、良いと思います。 
 
 

大項目 Ⅳ 学修成果 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・就学の目的は、学校での学びを活かした就職にあると思いますので、就職率 9 割超えの成
果は希望が持てると思いました。 

・卒業生の進路を把握することで、業界のトレンドや学生のニーズに沿った対応がなされて
おり、それが就職率の向上につながっていると感じました。 

・希望の進路に進める学生が増えているのは、大変喜ばしいと思います。具体的な目標を定
めて、それに向かって努力できるようにサポート、指導をお願いします。 

・就職率が 93.7％と、とても良いと思います。就職先も学生が学んできた分野に沿ったも
のとのことで、今後も期待しております。就職率 100％を目指してください。 
・キャリアサポートセクションの職員数を教えてください。 
→（回答）3 名の職員が常駐しております。各学科教務とも連携し、面接練習や就職相談
等、個別の面談も実施しています。 

 
 
 
 
 



大項目 Ⅴ 学生支援 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・学校という 1 つの集団の中で、全ての人に最良ということは難しい中、いかに改善、対応
しようと努力されているかがわかりました。 

・進級率という 1 つの数字だけでは学校評価はできないと感じました。 

・音楽を学ぶ上で、保護者との連携は大切と思いますので、非常に良いと思います。 

・退学者を少なくすることが大切だとは思いますが、メンタルのサポートなども大切だと思
います。集団行動などが苦手な学生にはオンラインの強化も図ってみてはいかがでしょ
うか。 

・外部のカウンセラーによる相談室を設けられていることは非常に素晴らしい取り組みで
あると感じました。 

・卒業率を 95％ぐらいまで持ち上げてほしいです。リモート授業などの工夫をお願いしま
す。 

・学生全員が「学校に行くのが楽しい」、「イーエスピー学園が好き」となるように環境作り
をお願いします。 

 
 

大項目 Ⅵ 教育環境 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・学習支援の一環として、授業時間外にも教室、授業設備が利用できるのは、学生にとって
も学ぶ機会が多く得られ、技術等の向上にもつながると思いました。 

・設備等、大変お金がかかりますが、学生のために引き続き対応をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 



大項目 Ⅶ 学生の募集と受入れ 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・入学前に、進路説明会に参加する等、高校と連携した関わりがあることは知りませんでし
た。 

・入学希望者を定員で適切に締め切ることは、教育の質の安定につながると思いました。 

・毎年募集が多い学科やコースの定員を増やしても良いと感じました。 

・学生やスポンサーのニーズに沿った取り組みがされていると感じました。 

・高校の軽音楽部、吹奏楽部のサポートはとてもいいことだと思います。中学校などもでき
れば喜ばれると思います。 

 
 

大項目 Ⅷ 財務 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・引き続き安定した学校運営をお願いします。 

・自己評価の内容が適切であると思います。 

 

 

大項目 Ⅸ 法令等の遵守 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・法令等はとても重要ですので、引き続き対応をお願いします。 
 
 
 
 
 
 



大項目 Ⅹ 社会貢献・地域貢献 

自己評価に対する評価 適切…5/5 不適切…0/5 

 
ご意見 
・地域や外部への貢献は、学校や学生の信頼にもつながる活動だと思いました。 

・海外研修プログラムが整備されていることは、非常に素晴らしい取り組みであると感じま
した。 

・学生の要望等を聞いて、活動支援をお願いします。 
・中学校の修学旅行時の学校見学も受け入れているということで、中学生にとっても良い経
験と刺激になると思います。 

・地方の中学生の学校見学はとても良いと思いますので、ぜひ続けてほしいです。 
   

総括 
２０２５年度の学校関係者評価につきまして、事前に本校の教職員による自己評価を行い、
その結果をもとに学校関係者評価委員会を実施し、以上の通りにご報告いたします。 
 
現在、評価項目上必要とされるものは基本的にすべて適切に整備、制定されていると自負し
ております。しかしながら実際の運用面において、私たち自身が今後の発展を期待し取り組
むべきと捉えるものはまだ多くあり、これらは次年度以降も継続的な課題、目標として掲げ
てまいります。 
 
今回、学校関係者評価委員会でいただきました多様な観点からの貴重なご意見を、今後の教
育活動に活かし、より良い学校とするために教職員一同尽力してまいります。今後とも皆さ
まのご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 
 


